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連結業績予想と実績値との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

2026 年８月期決算において、2026 年４月 14 日に公表しました、2026 年８月期（2025 年９月

１日～2026 年８月 31 日）の連結業績予想と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

また、特別損失を計上いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当期の連結業績予想との差異（2025 年９月１日～2026 年８月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

8,000 

百万円 

90 

百万円 

79 

百万円 

10 

円 銭 

5.96 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 8,086 72 60 △6 △3.66 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 86 △17 △18 △16 － 

増 減 率（ ％ ） 1.1 △19.0 △23.4 － － 

（参考）前期実績 

（2025 年８月期） 
6,828 99 124 22 12.78 

 

２．2026 年８月期業績予想と実績値の差異の理由 

営業利益につきましては、法人 DX サポートを中心に売上高が前回予想を上回ったものの、

店舗持込サポートにおける人員リソースの不足や大型法人修理の縮小等により、同事業の収

益が想定を下回ったことから、前回予想を下回りました。 



 

 

また、特別損失として減損損失を計上したこと等により、親会社株主に帰属する当期純利

益につきましても前回予想を下回り、親会社株主に帰属する当期純損失となりました。 

 

３．特別損失の内容 

当社グループにおいて、収益性の低下がみられた一部事業拠点及び店舗の固定資産並びに

連結子会社である株式会社ネクストラインの株式取得時に計上したのれんについて、将来

の回収可能性を検討した結果、特別損失として減損損失 32 百万円を計上いたしました。 

このうち、株式会社ネクストラインに係るのれんについては、将来キャッシュ・フローに

基づき回収可能価額を算定した結果、帳簿価額の一部を減額し、減損損失 21 百万円を計上

しております。なお、減損後ののれん残高は 49 百万円となります。 

 

４．業績に与える影響 

本件につきましては、本日公表の「2026 年８月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映し

ております。 

 

以  上 


